
■日時 平成２７年１１月２０日（金） １０：００～１１：００

■会場 新潟市東区プラザ ２ホール

■主催 北陸地方整備局

■参加人数 約１６０人（招待者１２０人、一般約４０人）

■式次第

○挨 拶（藤山北陸地方整備局長、北村水管理・国土保全局水資源部長）

○祝 辞（新潟県知事（代理：寺田副知事）、篠田新潟市長、石﨑衆議院議員、西村衆議院議員）

○来賓紹介

○工事報告（井上信濃川下流河川事務所長、石川阿賀野川河川事務所長）

○くす玉開披
■その他
（アトラクション） 楽器演奏（瑞穂保育園園児）、 万代太鼓（華龍）

信濃川・阿賀野川 地震・津波対策事業完成式 開催概要
信濃川及び阿賀野川の河口部の地盤は液状化しやすい砂地盤で、昭和39年の新潟地震では広範囲な液状化により、堤
防の沈下、損傷などの大きな被害を受けました。平成23年の東日本大震災を契機として全国的に河川堤防の耐震対策の
重要性が再認識され、信濃川及び阿賀野川でも津波影響区間を対象として堤防耐震対策（液状化対策）を本格的に実施し、
この度、信濃川及び阿賀野川の既存堤防における耐震対策工事が終了しました。
工事の完成報告と関係者への感謝と当該区域の安全安心を祈願して完成式を開催しました。

くす玉開披

講話

新潟県知事代理：寺田副知事

篠田新潟市長 石﨑衆議院議員 西村衆議院議員

藤山北陸地方整備局長北村水資源部長

楽器演奏（瑞穂保育園園児） 万代太鼓（華龍）

【事業概要】
〈信濃川〉
事業費６２億円 対策延長Ｌ＝５．２ｋｍ
主な対策工法：静的締固砂杭工法、ｽﾗﾘｰ攪拌工法,

薬液注入工法、鋼矢板圧入工法

〈阿賀野川〉
事業費７９億円 対策延長Ｌ＝５．９ｋｍ
主な対策工法：高圧噴射攪拌工法、鋼矢板圧入工法、

静的締固砂杭工法



『阿賀野川 地震・津波対策事業』

工事報告

平成２７年１１月２０日

国土交通省 北陸地方整備局 阿賀野川河川事務所

昭和39年 6 月 新潟地震が発生し、液状化による堤防被害
昭和39年10月 新潟地震による阿賀野川災害復旧工事着手
昭和41年 3 月 〃 工事完了
平成23年度 地震・津波対策事業工事着工
平成27年 3 月 地震・津波対策事業 完成



 昭和３９年に発生した「新潟地震」では、液状化により河川堤防に大きな被害が発生。
 平成２３年３月１１日「東日本大震災」でも、河川堤防などが液状化により被害が発生。
 このような液状化被害を防ぐため、阿賀野川河口部で地震･津波対策事業を実施。

対策していない場合、
津波・洪水が流入

（居住地側）

▽津波・洪水の水位

（川側）

・液状化とは、液状化層である砂層が、地震により液体のよう
な挙動をする現象。

・液状化により、堤防が沈下・崩壊すると、津波や洪水が、居
住地側に流入し、大きな被害が発生する恐れがあります。

（阿賀野川左岸 新潟市津島屋地先）

（阿賀野川左岸 新潟市下山地先）

非液状化層

液状化層

表層

液状化により沈下・崩壊

阿賀野川河口部 地震・津波対策事業の目的
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液状化のメカニズムと想定被害 新潟地震で被災した堤防

亀裂

亀裂

堤防天端

堤防天端

亀裂
亀裂



新潟地震による阿賀野川の被災状況

①阿賀野川を遡上する津波
（左岸３.０ｋ付近：新潟市一日市）

津波 阿賀野川

②堤防の亀裂と陥没
（左岸１.０ｋ付近：新潟市東区下山）

新潟地震津波浸水区域新潟地震津波浸水区域

③ 堤内地の浸水状況
（左岸１.０ｋ付近：新潟市下山

①

④ 通船川水門取付堤防の亀裂
（左岸１.５ｋ付近：新潟市津島屋）
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新潟地震による被災状況写真新潟地震による被災状況写真

施設名 数量

堤防 5,750m

護岸 7,724m

特殊堤 913m

水門 2ヶ所

水制 11ヶ所

導流堤 244m

樋管 1ヶ所

阿賀野川の被災

新潟地震の津波により
浸水した区域
※関係者聞き取りによるイメージ

④②

③
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阿賀野川 地震・津波対策事業 位置図

3
国土交通省ではじめて採用

揺動式ＦＴＪ
(エフ・ツイン・ジェット)工法

揺動式ＦＴＪ
(エフ・ツイン・ジェット)工法

FTJ工法噴射試験状況FTJ工法噴射試験状況③高圧噴射攪拌工法



阿賀野川 地震・津波対策事業 工夫事例

◆工事情報提供ハウスの設置（地元住民とのコミュニティ）

平成25年度「耐震カフェ」 平成26年度「みなとてらす」平成24年度「見学室」

7ヶ月間で地元住民約1100人来訪！ 9ヶ月間で地元住民約500人来訪！

花火見物用階段設置

防音シートの設置

空域制限回避の夜間施工（新潟空港）

松浜中学校職業体験の様子高校文化祭での鋼矢板圧入工法の実演

こども高齢者SOS看板設置

ボンランティア活動状況（側溝清掃）
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阿賀野川 地震・津波対策事業 完成
 本事業で、河口部は地震時に液状化しにくい堤防となり、より安全・安心な地域となりました。
 阿賀野川を活かした地域の活性化や日本海側の拠点空港である新潟空港や周辺道路などの交通・物

流ネットワークのさらなる充実が期待され、地域の発展に繋がる事と思われます。

新潟市東区

新潟市中央区

新潟市北区

松浜橋

阿賀野川
新潟空港

阿賀野川ござれや花火

松浜水辺の楽校 河口部の風景

5本事業は地域の皆様の協力と技術者の努力、様々な工事の工夫により実現しました
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← 新井郷川

～ 阿賀野川河口部 ～

■ 浸水リスクの軽減により宅地増

■ イベント・公園利用 ■ すみれ野地区の人口
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平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年

（人）

排水機場等の整備前（昭和50年頃）

頃）

胡桃山排水機場の整備(昭和57年完成)

新潟市北区すみれ野地区

阿賀野川ふれあい公園

ござれや花火

人口増

※資料：新潟市住民基本台帳新 潟 市
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水田

昭和57年
排水機場整備

平成8年
排水機場の増強

水田 宅地化

阿賀野川

水田




